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一
八
八
六
年
一
月
二
一
日
、
京
都
看
病
婦
学
校
で
看
護
教
育

を
開
始
す
る
た
め
に
来
日
し
た
リ
ン
ダ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ

（
巨
・
ン
・
］
・
西
向
冨
己
の
）
は
、
二
四
日
に
横
浜
か
ら
神
戸
に
到
着
し
、

そ
こ
で
一
週
間
滞
在
す
る
。
目
的
地
京
都
に
は
学
校
予
定
地
の

見
学
に
出
向
い
た
の
み
で
、
旅
装
を
解
く
暇
も
な
く
京
都
の
デ

ー
ビ
ス
夫
人
ａ
・
ロ
・
ロ
男
尉
）
の
静
養
に
付
き
添
う
た
め
に
、
同

月
二
九
日
神
戸
か
ら
上
海
に
向
け
て
出
発
し
た
。

リ
チ
ャ
ー
ズ
の
横
浜
到
着
か
ら
上
海
へ
至
る
ま
で
の
足
跡
に

つ
い
て
は
、
昨
年
の
本
学
会
で
報
告
し
た
。
今
回
は
、
彼
女
が

上
海
か
ら
戻
っ
て
か
ら
本
務
地
京
都
に
至
る
ま
で
の
足
跡
と
そ

の
間
の
日
本
体
験
を
探
り
た
い
。
史
料
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー

ド
宣
教
師
文
書
リ
チ
ャ
ー
ズ
書
簡
（
七
月
三
○
日
、
以
下
、
リ

18

一
八
八
六
年
に
お
け
る
リ
ン
ダ
・
リ
チ
ャ
ー

ズ
の
上
海
か
ら
京
都
へ
の
足
跡

？
》

岡
山
寧
子
・
依
田
和
美

、
京
都
府
立
医
科
大
学
医
学
部
看
護
学
科

創
元
大
阪
府
立
看
護
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学

チ
ャ
ー
ズ
書
簡
）
、
ペ
リ
ー
色
．
ｏ
・
国
角
昌
）
書
簡
、
リ
チ
ャ
ー

ズ
の
回
想
記
（
以
下
、
回
想
記
）
、
弓
篇
困
冒
曾
ｚ
①
葛
の
（
以
下
、

Ｈ
・
Ｎ
・
）
、
山
陽
新
報
な
ど
を
用
い
た
。

［
上
海
か
ら
神
戸
へ
］

Ｈ
・
Ｎ
・
に
よ
る
と
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
が
上
海
か
ら
神
戸
に
戻

る
の
は
二
ヶ
月
余
り
後
の
四
月
四
日
で
あ
る
。
上
海
滞
在
中
の

詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
三
月
二
○
日
の
ベ
リ
ー
書
簡
で
は
、
デ

ー
ビ
ス
夫
人
の
回
復
が
は
か
ば
か
し
く
な
い
た
め
、
神
戸
経
由

で
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
上
海
か
ら
日
本
へ

の
帰
国
に
リ
チ
ャ
ー
ズ
を
助
け
る
た
め
タ
ル
コ
ヅ
ト

日
・
弓
堅
８
９
を
上
海
に
派
遣
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
タ
ル
コ

ッ
ト
女
史
は
神
戸
女
学
院
の
創
始
者
で
、
岡
山
で
の
伝
道
活
動

を
通
し
て
ベ
リ
ー
と
は
旧
知
の
間
柄
で
あ
っ
た
。
リ
チ
ャ
ー
ズ

は
神
戸
ま
で
デ
ー
ビ
ス
夫
人
に
付
き
添
い
、
神
戸
に
留
ま
る
。

一
方
デ
ー
ビ
ス
夫
人
は
、
六
日
の
夕
方
他
の
宣
教
医
ら
に
付
き

添
わ
れ
横
浜
に
向
け
て
出
発
す
る
。
し
か
し
不
幸
な
こ
と
に
彼

女
は
四
月
七
日
の
夕
に
船
上
か
ら
投
身
自
殺
し
た
。
こ
の
様
子

は
四
月
九
日
付
の
菅
冒
邑
冒
辱
の
闇
の
月
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
書
簡
や
回
想
記
に
は
そ
の
記
述
は
み
ら
れ
な
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い
。
し
か
し
書
簡
中
に
「
…
上
海
か
ら
の
帰
国
直
後
は
あ
ま
り

に
疲
れ
す
ぎ
て
、
一
～
二
週
間
は
何
も
活
動
で
き
ず
…
」
と
述

べ
て
お
り
、
慣
れ
な
い
上
海
で
の
生
活
や
デ
ー
ビ
ス
夫
人
の
世

話
、
そ
し
て
夫
人
の
死
に
直
面
し
て
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
が
心
身
共

に
疲
労
困
瞳
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

［
神
戸
か
ら
岡
山
へ
］

リ
チ
ャ
ー
ズ
書
簡
に
よ
る
と
、
神
戸
で
の
休
養
後
四
月
中
旬

頃
に
日
本
語
の
勉
強
の
た
め
に
タ
ル
コ
ッ
ト
と
共
に
岡
山
に
行

く
。
岡
山
で
は
、
備
前
上
道
郡
門
田
村
字
偕
楽
園
の
ギ
ュ
ー
リ

ッ
ク
（
○
．
西
・
の
昌
鼻
）
宅
に
滞
在
し
、
姫
路
や
高
梁
に
も
足
を

の
ば
し
て
い
る
。
タ
ル
コ
ッ
ト
は
地
元
住
民
と
共
に
精
力
的
に

活
動
し
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
回
想
記
に
岡
山
滞
在

中
コ
レ
ラ
が
発
生
し
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
達
は
六
週
間
隔
離
さ
れ
、

彼
女
は
直
ち
に
コ
レ
ラ
病
院
で
働
く
旨
を
行
政
に
申
し
出
た
が
、

丁
重
に
断
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
申
し
出
が
美
談
と
し
て
地
元

の
新
聞
に
紹
介
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
リ
チ
ャ
ー
ズ
書
簡
で

は
コ
レ
ラ
に
は
触
れ
ず
、
岡
山
で
の
生
活
は
と
て
も
楽
し
か
っ

た
と
す
る
反
面
、
「
自
分
は
役
に
立
っ
て
い
な
い
と
感
じ
る
」
と

述
べ
、
来
日
目
的
で
あ
っ
た
看
護
の
教
育
や
実
践
に
い
ま
だ
携

わ
る
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
こ
と
へ
の
い
ら
だ
ち
を
み
せ
て
い

る
。

［
岡
山
か
ら
京
都
へ
］

約
三
ヶ
月
間
の
岡
山
滞
在
の
後
、
七
月
二
四
日
に
避
暑
の
た

め
に
比
叡
山
に
着
い
た
と
リ
チ
ャ
ー
ズ
書
簡
で
述
べ
て
い
る
。

八
月
二
六
日
の
ベ
リ
ー
書
簡
に
よ
る
と
、
比
叡
山
で
の
リ
チ
ャ

ー
ズ
の
様
子
を
、
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
岡
山
で
過
ご
し
、
日
本

語
も
上
達
し
、
新
し
い
仕
事
の
準
備
に
入
っ
て
い
る
と
記
し
て

い
る
。
ま
た
、
二
週
間
後
に
は
京
都
に
戻
り
、
旧
デ
ー
ビ
ス
邸

を
仮
施
設
と
し
て
診
療
を
開
始
す
る
こ
と
、
五
～
六
人
の
患
者

の
ケ
ア
の
た
め
に
は
看
護
助
手
が
必
要
な
こ
と
、
土
地
購
入
や

病
院
運
営
の
た
め
の
資
金
調
達
な
ど
の
記
述
が
あ
り
、
こ
の
避

暑
期
間
に
リ
チ
ャ
ー
ズ
は
ベ
リ
ー
と
共
に
京
都
で
の
病
院
と
看

病
婦
学
校
の
開
設
準
備
を
精
力
的
に
始
め
て
い
る
様
子
が
み
ら

れ
る
。
京
都
の
住
ま
い
と
な
る
旧
デ
ー
ビ
ス
邸
の
一
角
に
落
ち

着
く
の
は
、
比
叡
山
で
約
一
ヶ
月
半
過
ご
し
た
後
の
九
月
初
旬

頃
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
仮
施
設
で
同
志
社
病
院
と
京
都
看
病

婦
学
校
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。


